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——難病Xである確率は？——

図解・ベイズ統計「超」⼊⾨
あいまいなデータから未来を予測する技術
（涌井 貞美 サイエンス・アイ新書 SBクリエイティブ 
1200円税別 2013年6⽉刊）

  気楽に読んで査定⼒アップ！ブックレビュアーのドク
ター・ホンタナです。２回⽬は「ベイズの定理」、いまや
これなしでは査定できませんよね（？）。⼈間ドックでさ
まざまな検査がやられるようになって、例えば抗p53抗体
やCYFRA（シフラ）、古いところではリウマチ因⼦や抗核
抗体、これらが陽性のときの判断に困っていませんか。こ
れまでの疫学的な考え⽅でも、陽性、偽陽性、尤度という
ことばを使って解説されてきましたが、もっと数学的に表
現しようと思えば「ベイズの定理」を使うのが早道です。
  （問題）１万⼈に１⼈が発病するようなある難病X。Xの最新の診断法AではXの患者は
100％が検査で陽性になり、Xでない場合の偽陽性率は2％・・とします。⼈間ドックでAの
検査を受けて陽性だった⼈がXである確率は？
（答）0.5%。(直感よりはだいぶ低いのではないでしょうか)

  このA陽性の被保険者をひきうけるかどうかはこの0.5%をどう考えるかということになりま
す。この難病Xの問題にしても有名なモンティー・ホール問題にしても⼈間の直感にはなん
となくしっくりこないのがおもしろいところです。そこでしっくり納得するために「ベイズ
の定理」です。ただ、本来しっくりこないだけに数学的な本はわかりにくい。そこで今回紹
介するのがマンガの豊富な「図解・ベイズ統計「超」⼊⾨」です。これ⼀冊とにかく読んで
ください。99%理解できます（偽理解率5%）・・・。
世の中、唾液や⾎液１滴で数⼗種類のがんがわかる、なんて診断法があふれていますが、ス
クリーニング検査で偽陽性率が⾼ければ（実際⾼そうですが）被験者を不安にするだけで百
害あって⼀利なしです。査定者も難病Xの1%以下の可能性にビビッて、バンバン謝絶してい
ませんか？マンガでいいですから、「ベイズの定理」勉強しましょう。ベイズの定理をネタ
につかった垣根涼介の⼩説「光秀の定理」（⾓川⽂庫）を事前に読むと事前興味確率が⾼ま
りそうです。 （by 査定職⼈ ドクター・ホンタナ, 2017年7⽉）
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